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【
う
ら
へ
続
く
】

　
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
闘
に
つ
い
て

     

　
　
　
日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
が
談
話
（
要
旨
） 

　
10
月
10
日

一
、
ハ
マ
ス
の
無
差
別
攻

撃
と
民
間
人
の
連
行
は
、

国
際
人
道
法
違
反
で
あ
り
、

い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て

も
決
し
て
許
さ
れ
ず
、
強

く
非
難
す
る
。

一
、
こ
れ
に
対
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
は
、「
長
期
の
厳
し
い
戦

争
」
を
言
明
し
、
ガ
ザ
地

区
を
大
規
模
に
破
壊
し
つ

く
す
構
え
を
示
し
た
。
お

び
た
だ
し
い
犠
牲
を
生
む

無
差
別
の
攻
撃
は
、
占
領

下
に
あ
っ
て
保
護
さ
れ
る

べ
き
人
々
に
対
す
る
集
団

的
懲
罰
で
あ
り
、
正
当
化

で
き
な
い
。

　

暴
力
の
応
酬
の
悪
循
環

を
止
め
る
た
め
、
双
方
は

最
大
限
の
自
制
を
す
べ
き

で
あ
る
。

一
、事
態
の
根
底
に
は
、イ

ス
ラ
エ
ル
が
こ
の
間
、
住

民
の
強
制
排
除
を
お
こ
な

い
な
が
ら
国
際
法
違
反
の

入
植
を
拡
大
し
続
け
、
ガ

ザ
地
区
に
は
封
鎖
と
、
空

爆
や
侵
攻
を
繰
り
返
し
て

と
の
平
和
共
存
に
つ
な
が

る
交
渉
を
通
じ
て
の
み
、

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
事
態
を
打
開
し
、
国

際
的
な
合
意
を
踏
ま
え
た

中
東
和
平
へ
の
道
を
拓
く

た
め
に
も
、わ
が
党
は
、関

係
各
国
と
国
際
機
関
が
今
、

あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力
を
お

こ
な
う
よ
う
強
く
呼
び
か

け
る
。国

際
卓
越
研
究
大
学
制
度
の
廃
止

を
要
求

    

　
京
大
職
組
が
声
明

　
　

京
都
大
学
職
員
組
含
は

４
日
、
国
際
卓
越
研
究
大

学
制
度
を
廃
正
す
る
よ
う

政
府
に
求
め
る
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
大
学
へ
の
交

付
金
を
恣
意
的
指
標
で
増

減
さ
せ
る
政
府
の
「
大
学

管
理
政
策
」
を
批
判
。
こ

う
し
た
政
策
の
総
仕
上
げ

が
、
国
際
卓
越
研
究
大
学

制
度
だ
と
指
摘
し
、
政
府

に「
基
盤
的
経
費
の
保
障
」

に
よ
っ
て
大
学
を
維
持
す

る
責
任
を
果
た
す
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

　

京
大
執
行
部
に
対
し
て

は
、
同
制
度
に
再
申
請
し

な
い
よ
う
要
求
。
湊
長
博

総
長
に
、「
あ
ら
ゆ
る
大
学

の
基
盤
的
経
費
の
充
実
を

求
め
る
」
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
声
明
は
、
国
立

大
学
が
「
政
財
界
に
だ
け

開
か
れ
る
大
学
」
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
懸
念
。
京
大

の
構
成
員
に
、
市
民
社
会

へ
の
説
明
責
任
に
向
き
合

う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

き
た
問
題
が
あ
る
。

　

暴
力
の
連
鎖
と
紛
争
の

拡
大
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
国

家
の
実
現
と
イ
ス
ラ
エ
ル

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス

と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
闘
激

化
。「
双
方
に
多
数
の
犠
牲

者
が
出
て
い
る
」「
暴
力
の

応
酬
は
た
だ
ち
に
や
め
る

べ
き
だ
」「
国
連
の
人
権
高

等
弁
務
官
は
ガ
ザ
の
完
全

包
囲
は
人
道
法
違
反
だ
と

警
告
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×
  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
組
織

見
直
し
。「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

な
グ
ル
ー
プ
を
新
設
す

る
」「
実
施
は
11
月
１
日
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
の
解
散
命
令

請
求
を
文
科
省
が
提
出

（
13
日
）。「
１
７
０
人
を
超

え
る
被
害
者
ら
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
５
０
０
０
点
に

お
よ
ぶ
証
拠
書
類
を
添
え

て
提
出
し
、受
理
さ
れ
た
」

「
良
か
っ
た
。よ
う
や
く
解

散
命
令
請
求
が
で
き
た
」

「
被
害
者
救
済
の
原
資
と

な
る
教
団
の
財
産
流
出
を

防
ぐ
法
整
備
な
ど
も
必
要

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

全
銀
ネ
ッ
ト
で
シ
ス
テ

ム
障
害
が
発
生
。「
銀
行
間

に
、
人
間
情
報
研
究
所
と

社
会
情
報
研
究
所
で
研
究

を
進
め
て
き
た
技
術
の
実

用
化
開
発
の
た
め
の
新
た

暴
力
の
悪
循
環
を
止
め
る
自
制
を
強
く
求
め
る

自
民
政
治
で
進
む
国
民
い
じ
め
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

男
女
賃
金
格
差
　
大
企
業
ほ
ど
拡
大

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
是
正
へ
国
指
導
の

         
仕
組
み
を
つ
く
れ

　

日
本
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
は
総
合

ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
４
６
カ

国
中
１
２
５
位
。
同
一
労

働
に
お
け
る
男
女
の
賃
金

格
差
が
75
位
、
推
定
勤
労

所
得
の
男
女
比
は
１
０
０

位
と
大
き
く
立
ち
遅
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら
男
女
賃

金
格
差
の
公
表
（
３
０
１

人
以
上
規
模
の
企
業
に
義

務
付
け
）
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も

と
に
、
女
性
の
賃
金
割
合

平
均
を
企
業
規
模
別
に
調

べ
ま
し
た
（
表
）。

　

表
か
ら
全
労
働
者
の

賃
金
格
差
は
、
企
業
規

模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

格
差
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

正
規
雇
用
も
同
様
で
し

た
。

　

日
本
共
産
党
は
「
経

済
再
生
プ
ラ
ン
」
を
提

案
。
男
女
賃
金
格
差
の

公
開
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
企
業
が
是
正
計

画
を
作
成
・
公
表
し
、そ

の
履
行
を
国
が
指
導
・

督
励
す
る
仕
組
み
を
つ

く
り
賃
金
格
差
を
是
正

す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

アトってどんな単位？

　ノーベル物理学賞に
　　　　アト秒レーザー

　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、

ア
ト
秒
の
レ
ー
ザ
ー
光
技

術
を
開
発
し
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ア
ン
ヌ
・
ル
イ
リ

エ
教
授
ら
３
氏
に
授
与
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
「
ア
ト
秒
」

と
は
な
に
か
。

　

基
本
単
位
の
接
頭
辞
は

ミ
リ
か
ら
３
桁
ず
つ
小
さ

く
な
り
、
ミ
リ
、
マ
イ
ク

ロ
、
ナ
ノ
、
ビ
コ
、
フ
ェ

ム
ト
で
、
そ
の
次
が
ア
ト

で
一
京
分
の
一
、
由
来
は

デ
ン
マ
ー
ク
語
の
18
。
さ

ら
に
ゼ
プ
ト
、ヨ
ク
ト
、ロ

ン
ト
と
つ
づ
き
ま
す
。

　

ナ
ノ
や
ピ
コ
は
シ
ミ
治

療
な
ど
に
使
わ
れ
る
ナ
ノ

レ
ー
ザ
ー
や
ビ
コ
レ
ー

ザ
ー
で
お
な
じ
み
で
す
。

　

分
子
運
動
や
化
学
反
応

は
、
進
行
し
て
い
く
時
間

ス
ケ
ー
ル
で
測
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
フ
ェ
ム
ト
秒

の
レ
ー
ザ
ー
光
が
利
用
さ

れ
ま
す
。
３
氏
が
開
発
し

た
ア
ト
秒
の
極
め
て
短
い

時
間
幅
の
レ
ー
ザ
ー
光
を

使
え
ば
原
子
中
の
電
子
の

動
き
ま
で
測
定
で
き
ま
す
。

電
子
に
よ
る
物
理
現
象
の

理
解
に
つ
な
が
り
、
様
々

な
分
野
へ
の
応
用
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

の
振
込
が
で
き
な
く
な
っ

た
」「
処
理
が
遅
れ
た
取
り

引
き
は
５
０
０
万
件
を
超

え
た
」「
決
済
が
集
中
す
る

10
日
に
発
生
し
た
た
め
混

乱
が
広
が
っ
た
」「
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

が
開
発
・
提
供
し
て
い
る

も
の
で
連
休
中
に
更
新
作

業
を
し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

藤
井
聡
太「
八
冠
」。「
21

歳
で
将
棋
の
八
大
タ
イ
ト

ル
を
全
て
制
覇
し
た
。
歴

史
的
快
挙
だ
」「『
引
き
続

き
実
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
』
と
語
っ
て
い
る
。
謙

虚
な
コ
メ
ン
ト
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
涼
し
く
な
っ
て
き
た
」

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
赤
い
実

が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い

る
」「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
い

い
香
り
を
放
っ
て
い
る
」

仏に核禁条約加入要請
　　仏領ポリネシア
　　議会で全会一致

　

ム
ル
ロ
ア
環
礁
な
ど
フ

ラ
ン
ス
が
核
実
験
を
行
っ

て
い
た
南
太
平
洋
の
フ
ラ

ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
議

会
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

を
支
持
す
る
と
述
べ
る
決

議
を
全
会
一
致
で
採
択
。

マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
に
対

し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
加
入
と
11
月
の
核
兵
器

禁
止
条
約
第
２
回
締
約
国

会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
を
求
め
ま
し
た
。

　

決
議
は
、
仏
領
ポ
リ
ネ

シ
ア
で
は
１
９
６
６
～
96

年
ま
で
１
９
３
回
に
わ
た

る
核
実
験
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
言
及
。
ポ
リ
ネ
シ
ア

は
同
実
験
の
「
被
害
者
」

で
あ
り
、
現
社
会
に
大
き

な
影
を
落
と
し
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
県
議
団
の
条
例

案
は
子
育
て
世
代
の
実
態

か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。

通
報
義
務
ま
で
あ
る
。
と

ん
で
も
な
い
条
例
案
だ
。

６
日
の
委
員
会
採
決
で
は

公
明
党
も
賛
成
し
て
い
た
。

　

県
民
の
怒
り
の
声
が
拡

が
り
10
日
、
自
民
県
議
団

が
撤
回
し
た
。
説
明
不
足

と
い
う
が
、
ま
る
で
反
省

が
な
い
。　
　
　
（
Ｉ
）

埼
玉
「
留
守
番
禁
止
」

条
例
案
撤
回

米国
10％の富裕層が
     温暖化ガス４割排出
     科学誌『プロス・クライメート』
                      ８月 17 日

　

米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

大
学
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム

は
、
金
融
投
資
か
ら
得
ら

れ
る
収
入
と
、
そ
の
収
入

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

関
連
づ
け
て
評
価
。
収
入

の
大
部
分
を
消
費
で
は
な

く
再
投
資
に
使
う
富
裕
層

の
“
隠
れ
た
排
出
量
”
の

解
明
に
挑
み
ま
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
２
０
１

９
年
の
米
国
の
総
排
出
量

の
４
割
以
上
が
、
上
位

10
％
の
高
所
得
世
帯
の
所

得
に
起
因
し
て
い
た
と
判

明
。
研
究
チ
ー
ム
は
、
排

出
量
削
減
を
公
正
に
進
め

る
た
め
に
、
消
耗
品
の
課

税
で
は
な
く
、
所
得
や
株

式
へ
の
課
税
を
提
案
し
て

い
ま
す
。


